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10月の行事
1日　国勢調査

10日　奥地林遊趨工式

13日　全S襲茶品評会

16日　　神j”／u「、申d！kNEXIDd

20日　宿利原　〃

23日　池田　　〃

10月の納税

固定責産疏第三期

自立促進貯蓄蓮動

10月29日まで

堆肥壇産週間

10月15日まで

全多」岐は

堆肥にかぎる

台
風
二
十
二
号
の
被
害

豊
年
満
作
、

今
年
こ
そ
は

と
念
じ
た
、

幽
口
の
願
い

dea
Kl
し
く
、

倉
風
二
士
一

号
ほ
、
猛
威

を
ふ
る
つ
て

か
け
K
つ
た

什
家
、
k
佳

家
の
全
半
壊

七
百
余
、
農

w
物
の
被
篁

約
一
慮
円
、

塑
諫
額
二

暇
「
一
＋
余
万

円
に
遣
じ
た

本
町
で
の
情

南
は
、
堪
均

四
五
米
、
最

K
、
互
＝
米

時
雨
緻
I
l
，
T
s

O
ミ
リ
で
あ

つた
。
被
害
状
況
へ
＋
月
百
正
午
現
在
）

死
者
　
一
　
（
中
西
ム
メ
さ
ん
）

軽
傷　
一

住
家
の
被
害
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二
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万
円
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達
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提
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ケ
所
　
　
一
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一
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損
嶺
　
一
六
〇
万
円

道
　
路
六
ケ
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四
九
〇
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損
害
額
　
　
六
八
万
円
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■
作
物
係
関
　
一
億
一
六
∩
工
万
円

水
稲
　
四
〇
％
　
四
〇
〇
〇
万
E

節
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三
五
％
　
一
一
二
〇
万
円
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五
％
　
l
　
1
1
六
〇
万
円

そ
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他

合
計
二
億
三
五
三
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒
か
い
現
場
、
下
H
弓
場
下
万
面
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

状況
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法

を
適
用

醜枯
は
反
対
の
意
向

町

村

合

併

協

議

会

開

l一係
官
が
出
席
、
町
側
か
ら
、
町
長
外
役

一
場
首
脳
、
嚇
会
議
員
、
学
校
長
、
官
公

前
号
で
お智
せ
し
た
通
り
、
杢
刷
は

町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
県
の
合
併
計

画
案
に
対
し
、
一
応
問
意
す
る
慧
味
の

答
申
を
行
つ
た
が
’
九
月
十
四
日
、
県

の
合
併
審
議
会
委
員
一
行
は
、
頁
輌
町

経
由
で
来
町
、
本
町
代
誇
者
と
、
こ
の

蘭
題
に
っ
い
て
の
協
議
会
を
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
’
県
側
か
ら
、
委
員
と
し

て
、
宋
±
尿
議
、
羽
田
鹿
大
教
投
、
そ

れ
に
、
重
信
地
方
導
務
所
長
、
地
方
課

v

署
長
、
民
穿
団
体
の
代
表
者
な
ど
が
参

集
、
地
力
事
務
所
長
が
司
会
者
と
な
り

憩
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
県
が
わ
か

ら

現
在
の
馴
き
に
つ
い
て
、
根
占
、
田

代
両
町
村
は
県
案
反
対
の
意
向
を
表
明

吾
平
、
田
代
両
町
村
は
、
夫
々
本
町
上

場
地
帯
を
含
む
、
境
界
変
更
の
希
望
が

あ
る
。
（
田
代
村
は
三
町
村
を
、
山
閲

地
帯
、
海
岸
地
帯
に
二
分
す
る
案
）
旨

の
説
明
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、

灘
鱒
罐
謡
輔
魏
　

l（ww
は士
宋
町
ま
す
み
屋
あ

災
害
救
助
法
の
適
用
さ
れ
る
よ
う
申
請

中
の
と
こ
ろ
、
十
月
三
日
、
救
助
法
を

翼
℃
。
に
決
定
し
た
く
適

根羽い赤

共
同
募
金
連
動
に

　
　
　
　
　
　
　
ご

今
年
も
＋
月
I
日
か
ら
全
国

一斉
に

「国
民
た
す
け
合
い

愛
の
共
同
襲
董
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

毎
年
の
共
閲
募
金
－
赤
い
羽

根
の
運
動
は
、
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　

ご

協
力
で
、
た

v
さ
ん
の
気
の

毒
な会
の
た

め
に
、
多
く
の

金
額
が
審
ら

て
お
り
、
み
な

業
税
な
ど
）
で
、
台
風
な
ど
で
住
家
、

ゲ
、
財
、
そ
の
他
に
被
害
を
受
け
た
時
は

柳
額
の
軽
滅
、
免
除
、
税
金
の
徴
牧
猶

予
な
と
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

串
請
は
r
そ
れ
ム
＼
県
税
峯
務
所
長
税

務
署
長
あ
て
に
、
災
警
の
発
生
し
た
日

か
ら
六
O
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
な
る
べ
く
早
ぐ
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

　　国
県
税
の

滅
免

措
置

　
　
　
　
　
　
　

申
請
は
六
〇
日
以
丙
に

国
県
税
の
課
欝
薯
（
所
得
税
、
葺
南
撃
響
の
く
わ
し
s
v
と
は
、
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
課
に
こ
相
談
下
あ
い
。
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協

力

下

さ
い

　
さ
ま
の
ご
理
解
あ
る
乙
協
力
に
対
し
て

　
は
、
た
y
感
謝
ず
る
次
第
で
す
。

年
と
共
に
世
の
中
は
拳
し
て
ゆ
き
ま

ず
が
、
と
り
残
さ
れ
た
気
の
薄
な
人
々

も
ま
た
少
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。
身
寄
り
の

な
い
と
し
よ
り
ゃ
、
親
の
な
い
子
ど
も

体
が
不
目
由
で
肋
け
な
い
人
、
戦
争
で

夫
を
な
く
し
た
未
亡
八
な
ど
e
本
当
に

気
の
毒
で
す
。
共
同
墓
金
は
こ
れ
ら
可

愛
想
な
人
々
を
助
け
て
あ
げ
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
o

今
年
は
豊
作
を
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
t
台
風
の
襲
来
で
、
ま
た
く
大
き

な
災
害
を
受
け
、
み
な
さ
ま
も
年
々
の

災
害
に
苦
し
い
こ
と
で
し
よ
う
が
、
世

間
に
は
も
つ
と
く
苦
し
ん
で
い
る
人

々
が
多
い
こ
と
を
思
つ
て
下
さ
つ
て
こ

の
、
赤
い
羽
根
の
運
動
に
ご
協
力
下
さ

る
よ
ち
お
願
い
し
ま
す
。

囲
児
島
県
の
目

標
　
一
二
〇
〇
万
円

大
根
町
占
¢
目
裸
　
九
万
三
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円

　
　
　
t
“
t
i
“
三
s
1
｝
t
l
e
t
t
t
M
l
t
t
●
l
l
l
“
一
e
l
l
｛
l
↑
l
t
一
i
－
U
I
M
Y
“
“
t
l
l
e
一
L
I
M
文
t
t
M
l
l
S
一
t
S
i
t
－
u
t
l
m
，

◎
室
氣
銃
を
お
待
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　　　

み
　
な
　
さ
　
ま
　
へ

◎
室
気
銃
を
お
待
ち
に
な
る
の
に
は
許
可
が
い
る
こ
と
＼
な
り
ま
し
た
。

　
室
気
銃
は
、
今
ま
で
は
、
何
も
手
続
き
を
し
な
い
で
’
自
由
に
持
つ
こ
と
が

　
で
き
ま
し
た
が
、

　

◎

◎
◎

◎

　
　
＋
月
l
日
か
ら

　
猟
銃
と
同
じ
よ
う
に
、
県
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ぱ
、
持
て
な

　
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
許
可
を
受
け
る
手
棚
き
は
次
の
通
り
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
v
手
続
を

　
ず
ま
し
て
下
さ
い
。

法
律
は
十
月
1
日
か
ら
実
際
に
効
力
を
発
し
ま
す
か
ら
’
十
月
1
日
以
後
は
、

許
可
を
受
け
な
い
で
室
気
銃
を
持
つ
て
お
g
ぱ
違
反
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
現

在舞
銃
を
持
つ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
は
六
十
日
間
（
十
一
月
l
1
十
九
日
ま

で
）
の
猶
予
遡
聞
が
あ
り
、
十
i
月
三
十
日
以
後
に
、
許
可
を
受
け
な
い
で
、

室
気
銃
を
持
つ
て
い
れ
ば
違
反
に
な
り
ま
す
。

◎
許
可
を
願
い
出
る
書
類
の
用
紙
ぱ
、
警
察
署
や
、
室
気
銃
販
売
店
に
あ
り
ま
す

◎
十
四
オ
未
満
の
者
、
精
練
病
者
、
麻
薬
申
毒
者
な
ど
は
’
室
気
銃
を
持
っ
こ

　
と
の
許
可
は
受
け
⑦
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
現
に
こ
れ
ら
の
人
が
、
室
気
銃
を
持

　
つ
て
い
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
親
類
や
、
知
り
合
の
人
に
頗
つ
て
、

　
違
反
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
室
気
銃
を
持
ち
遮
ぷ
場
合
に
は
、
銃
砲
所
持
許
可
証
を
一
緒
に
持
ち
、
お
、

　
い
を

か
ぶ
せ
る
か
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
し
て
、
直
ち
に
発
射
で
き
な
い
よ

　
う
に
し
な
け
れ
ば
遣
反
に
な
り
ま
す
。

※
空
気
銃
は

必
ず
〃

許
可
”
を
受
け
て
持
ち
ま
し
よ
う
。

※
空
氣
銃
と
銃
砲
所
持
許
可
証
は
、
い
つ
も
一
し
よ
に
持
ち
ま
し
よ
う
。

※
空
氣
銃
は
ケ
ー
ヌ
や
袋
な
ど
に
入
れ
で
持
ち
運
び
ま
し
ょ
う
。

轍
道
路
、
公
園
、
空
地
’
社
寺
境
内
な
ど
で
空
氣
銃
を
射
つ
の
は
や
め
ま
し
よ
う

※
人
、
乗
物
、
建
物
へ
は
絶
対
に
銃
回
を
向
け
な
い
習
債
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
根
貞
腹
票
署
）

蚕
更
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
町
村
の

頂
を
整
化
、
て
、
整
へ
ら
す
ご

｝と
が
目
的
で
あ
る
と
、
果
の
見
解
も
述

一べ
ら

れ
た
。
ま
た
羽
田
教
授
は
、
質
問

に
答
え
て
、
町
村
合
併
の
見
透
し
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
”
町
村
合

併
と
g
う
も
の
は
一
つ
の
目
的
で
は
な

く
て
’
手
段
で
あ
る
’
す
な
わ
ち
、
町

村
の
規
模
を
大
き
く
し
て
、
相
当
の
行

政
能
力
を
も

た
せ
、
行
政
事
務
の
再
配

分
、
税
体
系
の
整
備
を
行
い
、
行
財
政

力
を
譲
し
曇
能
諾
に
夏
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ

つ
て
、
弱
小
町
村
で
は
、
そ
う
な
っ
た

場
合
、
広
い
行
政
事
務
の
執
行
が
で
き

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
町
村
へ
展
川
を
強

制
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
”

委
員
l
行
は
本
町
で
の
会
合
終
了
後
、

根
占
、
田
代
へ
向
つ
た
が
’
従
来
、
混

屯
と
し
て
い
た
こ
の
閲
題
は
、
一
応
、

＝薯
が
正
式
態
度
を
表
朋
し
た
の
で

薪
し
い
盤
だ
臨
む
こ
と
A
な
つ
た
。

反
対
理
由
の
お
も
な
の
と
し
て
地
域
佳

民
の
感
憧
云
々
が
云
わ
れ
る
が
，
将
来

を
考
へ
r
大
局
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
t

合
併
す
れ
ば
「
解
決
の
つ
く
問
題
で
あ

り
、
こ
の
協
霞
会
で
も
、
感
情
を
捨
て

A
大
義
に
つ
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
憲

見
が
蒙
つ
た
。

町大
の奮

郷

※

※

　
　
禰
寝
氏
領
主
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
倉
上
室
町
）

一、

祢
寝
氏
と
南
隅
四
ヶ
町
村

南
入
隅
四
ケ
町
村
の
領
主
と
し
て
最
も

永
く
統
治
し
た
の
は
祢
寝
氏
で
あ
る
。

祢
寝
氏
の
初
代
清
重
が
京
都
よ
り
下
向

し
た
の
は
鐙
倉
二
代
将
軍
源
頼
家
の
時

代
建
仁
三
年
で
壇
之
浦
合
戦
後
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

目
に
あ
た
る
。
繭
来
四
ケ
町
村
の
院
司

　
　
　
し
ぜ
ど
つ
し
よ
ぐ

な
ら
び
に
地
頭
職
た
る
事
三
百
九
十
二

年
に
及
び
称
寝
家
十
七
代
重
張
の
代
に

至
り
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
日
置
郡
吉

利
村
に
領
土
を
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

其
の
間
四
代
ま
で
は
佐
多
町
郡
の
高
木

城
を
居
城
と
し
、
五
代
よ
り
十
七
代
ま

で
は
根
占
町
川
南
富
田
城
を
居
城
と
し

一
時
城
内
即
ち
国
見
城
に
居
を
構
え
た

事
も
あ
る
。
領
有
の
土
地
ム
蒔
代
に
よ

り
広
狭
の
差
わ
あ
る
が
全
盛
時
代
に
於

て
わ
、
大
根
占
、
根
占
、
佐
多
、
田
代

の
外
§
指
宿
郡
成
川
及
び
福
岡

　
ぞ
ノ
県
早
良
郡
比
伊
郷
。
同
長
淵
圧
な
ど
の

広
地
城
に
わ
た
つ
た
事
も
あ
る
。

以
上
鎌
倉
室
町
時
代
を
通
じ
凡
そ
四
百

年
間
其
の
統
治
下
に
あ
つ
た
だ
け
に
、

祢
寝
氏
と
当
飽
方
は
因
縁
浅
か
ら
ざ
る

も
の
が
あ
り
、
今
に
至
る
も
遭
物
が
残

存
し
て
い
る
。

二
，
平
湾
盛
の
正
銃
祢
寝
氏

寿
永
四
年
三
月
二
十
四
日
泌
家
滅
亡
後

土

史

姓
に
復
し
1
1
＋
三
代
清
方
よ
り
現
在
ま

で
小
松
氏
を
称
ず
ゐ
等
変
泰
は
あ
つ
た

が
、
其
の
聞
一
貫
し
て
称
せ
ら
れ
た
の

は
祢
寝
氏
で
あ
る
の
で
丞
史
で
は
専
ら

祢
寝
氏
を
用
ふ
る
事
ど
す
る
o

祢
寝
氏
の
家
系

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5

喘
軍
鳩
忠
晶
藁
－
舗
噌

　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
る
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　

元
清
ー
璽
清
⊥
思
清
－
重
就
⊥
清
年
1

16
　
　
1
7

（第
＋
五
回
）

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
　
　
地
　
　
　
続

五
代
清
年
ま
で
は
建
部
氏
を
称
し
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
び
は
如
伺
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
，
こ

代
重
長
よ
り
1
1
十
1
l
代
清
純
ま
で
は
平
一
S
に
於
て
清
重
は
家
臣
大
山
・
川
口
・

武
井
、
中
聞
、
池
水
、
池
田
、
片
上
坂

等
を
従
へ
、
　
　
大
隅
国
浜
尻
浦
に
到

一着
し
　
　
　
　
　
ぽ
高
木
城
に
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
下
村
、

翼
曇
ム
幸
膏
k
が
・
父

繊
枠
｜
瀧
一

三
、
祢
寝
氏
の
大
隅
入
国

平
家
滅
亡
の
時
半
家
の
正
統
重
盛
の
操

　
　
れ
ヒ
び

男
維
盛
に
は
六
代
と
い
ふ
子
供
が
あ
つ

た
、
時
に
年
十
ニ
オ
で
母
と
共
に
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
ぷ
だ
れ

の
遍
照
寺
の
ぞ
ぱ
に
あ
る
葛
蒲
谷
に
か

’
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
2

カ

　
4
　
5
　
　
6

穆

　
　
　
　
黎
－

斜
木
の

た
。
さ
て

主
建霧
房

其
の
年
十
一
月
相
摸
国
田

一
ら

れ
る
運
命
に
あ
つ
だ
。

1　
　
　
　
　
　
　
　
か

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

胃妄

領つ

瞳
長
－
重
就
（
日
置
郡
吉
利
村
に
移
る
　
0
　
　
　
　
1
　
　
　
　
2
）
清
重
は
南
の
果
て
大
隅
に
あ
つ
て
無

褒
－
禦
苧
辛
影
嘉
ぎ
方
な
く
妄
轟
の
覆
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
為
め
一
寺
を
創
建
し
勝
雄
寺
と
名
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
。
寺
は
後
吉
利
寺
改
易
と
同
時
に

移
転
さ
れ
た
が
、
根
占
町
北
之
口
に
こ

の
寺
跡
が
現
存
し
七
百
年
前
の
名
残
を

と
Ae
め
て
い
る
。

四
、
祢
寝
氏
創
業
時
代

大
隅
入
国
以
来
四
代
溝
親
に
至
る
お
よ

そ
百
年
間
ば
佐
多
町
郡
の
高
木
城
を
居

城
と
し
た
事
は
前
述
の
通
り
で
、
其
の

く
れ
て
い
た
・
甕
に
苧
は
其
の
残
薔
轟
鏡
芒
て
s
る
。
さ
て
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
を
く
ま
な
く
探
し
た
。
北
条
時
政
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼
朝
の
下
知
を
受
け
菖
蒲
谷
に
か
く
れ

［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
た
半
六
代
を
と
り
こ
に
し
た
の
で

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
。
六
代
の
乳
母
は
幼
き
ご
の
公
違

一政
権
は
完
全
に
源
氏
の
手
に
帰
し
た
が
の
助
命
を
請
う
べ
く
懸
命
に
奔
走
し
た

其
の
後
に
於
て
も
平
家
の
残
党
に
対
す
時
に
頼
朝
の
崇
信
せ
る
安
寛
上
人
が
山

る
探
索
は
き
び
し
く
、
多
く
は
発
見
さ
城
国
農
山
魏
等
に
居
ら
れ
る
き
、

れ
て
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
た
が
，
奇
し
く
神
護
寺
に
お
も
む
き
事
の
次
第
を
蘇
へ

も
処
刑
を
ま
ぬ
か
れ
た
人
物
が
あ
る
。
　
助
力
を
懇
願
し
た
。
文
寛
上
人
も
六
代

こ
れ
が
祢
寝
氏
の
祖
平
維
盛
の
一
子
六
の
身
の
上
を
あ
わ
れ
と
思
い
、
頼
朝
に

代
で
あ
る
。
　
　
　
　
其
㊨
命
葺
三
藝
口
し
、
遂
に
p
m

．
．竃
轟
籠
騒
篭
羅
繋
嚇
蹴

l－
－
清
重
　
（
祢
寝
家
初
代
）
　
　
　
　
　
一
六
代
の
謀
反
を
恐
れ
遂
に
こ
れ
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
プ
ア

右
系
図
に
見
る
通
り
処
刑
を
ま
ぬ
が
れ
ら
え
て
相
摸
国
の
田
越
川
の
畔
に
斬
つ

た
平
六
代
は
後
仏
門
に
入
り
妙
覚
と
称
．
た
。
六
代
は
時
に
年
三
十
オ
で
、
隠
仁

し
た
が
叉
高
清
と
も
号
し
て
い
る
。
其

の
子
清
重
が
祢
寝
院
の
領
主
と
な
つ
た

の
で
あ
る
。
滅
亡
を
伝
牙
ら
れ
た
平
家

の
正
統
は
本
土
の
南
端
大
隅
の
地
に
繁

栄
し
、
再
び
天
下
の
政
縮
を
握
る
事
は

な
か
つ
た
が
、
支
流
た
る
資
盛
の
子
孫

が
後
に
織
田
氏
を
称
し
、
信
長
の
時
代

に
名
を
な
し
た
事
は
衆
知
の
通
り
で
あ

る
e
正
統
に
於
て
は
明
治
継
新
の
傑
物

小
松
帯
刀
が
輩
出
し
、
維
新
の
功
労
者

と
し
て
稜
に
伯
欝
を
授
与
さ
れ
た
。
帯

刀
は
祢
寝
家
二
十
九
代
の
主
で
、
吉
利

村
に
改
易
後
小
松
の
姓
に
改
め
た
。

現
当
主
は
l
f
l
＋
I
l
l
代
小
松
従
志
氏
で
東

京
在
住
で
あ
る
。

祢
寝
氏
の
姓
に
関
し
て
は
初
代
よ
り
十

11
1年
十
一
月
二
十
七
日
の
事
で
あ
る
。

　
註
（
田
越
川
は
神
奈
川
※
逗
子
の
側

　
に
あ
の
、
今
も
六
代
の
墓
碑
が
残
つ

　
て
い
る
）

o
平
清
■
祢
寝
院
に
下
向

是
よ
り
先
平
六
代
は
ひ
そ
か
に
北
条
時

政
に
懇
願
し
て
官
う
に
は
’
今
平
家
の

一族
悉
く
滅
び
、
家
系
将
に
断
絶
せ
ん

と
し
て
い
る
。
幸
い
我
に
1
子
あ
s
、

願
わ
く
は
こ
の
一
子
の
助
命
を
願
い
、
亀

取
り
立
て
、
も
ら
い
丸
い
と
、
北
条
氏

は
本
姓
平
氏
で
あ
る
の
で
時
政
も
こ
の

願
い
を
き
s
入
れ
、
麓
仁
三
年
七
月
三

日
祢
寝
院
南
俣
（
橿
占
’
佐
多
、
田
代

）
の
地
頭
職
に
補
せ
ら
れ
た
、
六
代
の

倉
幕
府
の
奇
を
受
け
て
入
国
し
た
と
は

官
へ
、
源
氏
の
威
令
が
国
土
の
末
端
ま

で
及
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
方

の
豪
族
の
勢
力
は
あ
な
ど
り
難
ぐ
、
其

の
創
業
は
決
し
て
安
易
な
も
の
で
わ
な

か
つ
た
。
其
の
難
関
の
一
つ
は
望
小
重

能
と
の
領
土
相
論
に
関
す
る
解
決
で
あ

る
。
南
俣
院
は
祢
獲
氏
以
前
は
曽
木
重

延
が
之
を
領
し
て
い
た
が
其
の
死
亡
後

祢
寝
氏
が
領
し
た
為
に
、
先
き
の
領
主

重
延
の
子
重
能
は
父
の
旧
領
な
り
と
称

し
鎌
倉
に
訴
え
た
。
祢
寝
清
璽
は
上
京

し
曽
木
氏
と
対
決
し
克
結
果
、
祢
寝
氏

の
勝
利
と
な
つ
た
。
然
し
二
代
清
忠
の

代
に
又
も
や
相
輸
と
な
り
、
同
じ
く
勝

訴
と
な
つ
た
が
帰
途
近
江
国
の
駅
舎
に

於
て
曽
木
氏
の
襲
撃
を
受
け
遂
に
清
宙

は
死
亡
す
る
大
事
件
が
起
つ
て
い
る
。

こ
の
曽
木
氏
と
の
相
論
は
百
六
年
闇
も

代
々
継
続
し
五
代
清
治
の
代
に
至
り
、

よ
う
や
く
解
決
を
見
た
次
第
で
あ
る
。

困
難
は
そ
れ
の
み
に
と
い
ま
ら
す
三
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
よ
ウ
　
ゆ

清
綱
の
代
に
は
当
地
方
の
名
士
奪
が
其

の
命
に
従
は
な
い
の
で
、
幕
府
は
再
三

其
の
命
に
服
す
る
様
に
と
の
下
知
を
出

す
等
其
の
創
業
時
代
は
苦
節
の
連
続
で

あ
つ
た
。
更
に
四
代
清
親
の
代
に
わ
、

元
冠
の
役
が
起
り
南
隅
の
勇
士
が
畏
駆

博
多
の
海
浜
に
其
の
武
名
を
と
A
“
う
か

す
の
で
あ
る
が
次
号
に
ゅ
つ
る
。

．

■

t

．
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稻
の
鶴
協
議
会
開
く

　
　
　
　
　
　
山

ノ

本
町
で
は
災
害
回
避
、
裏
作
導
入
な
ど

有
利
な
、
水
稲
早
期
栽
培
を
計
画
、
九

月
1
1
十
l
l
日
、
麓
公
会
堂
で
、
実
施
予

定
地
の
関
係
者
を
集
め
て
、
協
議
会
を

開
い
た
、
当
日
は
久
保
井
前
農
試
場
長

地
方
汗
務
所
、
地
区
改
艮
事
務
所
係
員

も
出
席
、
県
内
の
早
期
栽
培
の
状
況
報

告
、
栽
培
に
つ
い
て
の
醗
話
な
ど
が
あ

口

塩

屋

な
ど
実
施

り
’
耕
作
者
と
ひ
ざ
を
交
え
て
協
議
し

た
。
現
在
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の

は
、
馬
場
山
ノ
ロ
ー
木
原
の
海
岸
地
帯

塩
屋
上
、
鳥
侭
神
川
の
一
部
で
面
積

は
約
十
五
町
歩
で
あ
る
。
経
済
課
で
は

地
区
毎
に
関
係
耕
作
者
と
の
打
合
会
を

開
き
、
具
体
的
に
実
施
に
移
す
方
針
で

あ
る
。

早
期

栽
培

と
は

今
年
、
早
期
栽
培
を
や
っ
て
い
た
ら
、

！
、
誰
し
も
が
そ
う
思
つ
た
も
の
で
あ

る
。
二
十
二
号
倉
風
の
被
害
は
’
豊
作

の
前
景
気
が
よ
か
つ
た
A
“
け
に
、
余
り

に
も
大
き
な
痛
手
で
あ
つ
た
。
気
象
台

の
資
料
に
よ
る
と
、
気
象
台
発
足
以
来

の
台
風
の
記
録
を
み
る
と
、
一
番
回
数

の
多
い
の
が
八
月
、
次
に
九
月
、
七
月

十
月
、
六
月
の
順
と
な
る
e
と
こ
ろ
が

九
、
十
月
に
や
つ
て
く
る
台
風
は
非
常

に
大
き
く
、
六
、
七
月
の
含
風
は
割
に

小
さ
い
。
だ
か
ら
で
き
る
だ
け
台
風
の

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

早
く
植
え
つ
け
て
、
大
切
な
開
花
期
に

？

風
に
あ
て
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が

早
期
栽
培
の
ネ
ラ
イ
で
あ
る
。
そ
れ
に

八
月
申
旬
に
牧
か
く
す
る
か
ら
裏
作
の

利
用
範
囲
が
非
常
に
広
く
な
る
。
一
度

野
藁
で
も
植
え
て
’
そ
の
後
、
早
生
の

麦
菜
種
を
作
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
栽
培

上
、
い
ろ
く
な
間
題
は
あ
る
、
例
え

ば
、
害
虫
、
雀
の
害
、
苗
仕
立
の
閤
題

な
ど
だ
が
、
今
日
で
は
技
術
的
に
は
既

に
解
決
の
っ
v
こ
と
A
さ
れ
て
い
る
。

水
稲
、
陸
稲
、
と
も
に
大
打
盤
を
受
け

た
が
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
克
服
す
る
た

め
、
お
互
い
に
考
え
る
べ
き
問
題
と
思

う
．

参

考

水
稻
の
早
期
栽
培

四
月
十
日
頃
播
種
、
五
月
十
日
前
後
植

付
、
七
月
十
日
－
十
五
日
出
穂
、
八
月

申
旬
牧
か
く
o

品
種
は
、
農
林
十
七
号
、
後
作
は
、
秋

冬
そ
さ
い
、
早
掘
馬
鈴
署
、
そ
ば
、
早

生
の
麦
、
な
た
ね
（
晶
萄
は
、
鹿
混
島

裸
、
み
ち
の
く
な
た
ね
な
ど
、
）

陸
稻
の
早
期
栽
培

　
大
体
水
稲
に
同
じ
’
四
月
申
下
旬
播

種
、
早
比
蜜
を
畦
間
三
尺
で
播
き
、
そ

の
中
間
に
I
I
条
播
き
に
す
る
と
よ
い
。

◎
早
期
栽
培
に
つ
い
て
の
ご
椙
談
は
、

え
ん
り
よ
な
く
、
．
経
済
課
へ
お
申
出

下
さ
い
。

㊨先
進

1：’

を

見

九
月
二
＋
日

て地

生
産
と
直
結
し
た
活
動

伊
集
院
町
婦
人
会
飯
牟

礼
校
区
産
業
視
察

九
月
1
I
十
1
日
　
国
分
市
公
民
館
視
察

大
根
占
婦
人
会
幹
部
六
十
二
名
、
村
山

副
館
長
同
行
六
十
三
名
は
町
長
は
じ
め

町
当
局
及
び
農
協
長
な
ど
で
理
解
あ
る

援
助
と
公
民
館
の
支
援
に
よ
り
ま
し
て

無
事
一
名
の
落
伍
者
も
な
v
予
定
の
コ

ー
ス
を
終
え
る
事
の
出
来
た
事
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

先
進
地
伊
集
院
町
婦
人
会
は
名
産
大
根

の
産
地
飯
牟
礼
小
学
校
を
会
場
に
町
婦

人
会
総
会
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
最
申
で

し
た
o
下
車
後
お
茶
の
接
待
を
受
け
す

ぐ
会
場
へ
来
賓
と
し
て
町
長
教
育
畏
郡

社
会董
園
芸
組
倉
茶
民
館
長
の
熱

町
婦
人
連
絡
協
臓
会
長

心
な
る
挨
拶
説
朋
、
全
く
す
べ
て
に
統

制
の
と

れ
た
町
と
し
て
の
第
一
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

飯
傘
礼
校
区
は
我
が
町
の
池
田
校
区
を

思
は
せ
る
よ
う
な
地
域
で
高
台
地
を
占

め
、
水
田
は
山
の
合
聞
に
散
在
し
こ
の

校
区
近
在
の
田
地
は
穴
根
占
町
の
田
地

よ
り
も
貧
弱
で
狭
い
感
が
致
し
ま
し
た

こ
の
畑
地
作
を
高
度
に
生
か
し
茶
園
を

仕
立
て
茶
園
と
の
閲
作
に
大
根
深
葱
を

植
え
つ
け
台
風
の
被
轡
〔
も
避
け
か
え
つ

て
他
に
野
菜
の
な
い
時
も
高
価
に
も
販

売
し
て
い
る
状
況
そ
の
作
は
合
理
的
で

園
芸
組
合
畏
の
熱
心
な
る
指
導
と
相
侯

つ
て
農
民
の
塵
憲
欲
の
旺
盛
な
る
事

見
渡
す
限
り
畑
は
整
地
さ
れ
野
菜
は
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
lg
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
組
合

農
業
共
済
組
合
で
は
e
九
月
二
十
’
1
日

麓
公
会
堂
で
，
総
代
会
を
開
き
、
定
欺

の
l
部
変
更
な
ど
の
件
を
審
議
決
定
し

た
。
こ
れ
は
今
回
”
農
業
災
害
補
慣
法

”

が
一
部
改
正
さ
れ
た
た
め
で
、
改
正

の
お
も
な
点
は
、

1
、
総
代
会
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
た
。

　
今
ま
で
総
会
で
決
定
し
て
い
た
、
定

　
欺
変
更
、
事
業
計
画
、
事
業
報
告
、
役

定

歎

改

正
な
．
ε
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

代

会

，
－
－
．
｛
－
－
－
－
．
ξ
．
く
．
尾
．
～
㏄
三
・
～
．
・
～
．
t
t
’
v
e
－
－
’
v
i
e
“
ご
A
－
．
・
・
d
－
－
－
．
ξ
く
．
・
・
．
‘
・
・
ご
～
ご
・

今
年
は
神
武
天
皇
以
来
の
豊
作
だ
と
曾

は
れ
て
ゐ
た
平
年
よ
り
米
が
一
千
万
石

以
上
の
増
吸
は
確
実
だ
と
農
林
省
が
保

証
し
て
ゐ
た
米
の
外
甘
翻
も
粟
主
野
菜

も
み
ん
な
豊
作
だ
と
の
事
だ
つ
た
，
と

こ
ろ
が
ど
う
い
う
気
ま
ぐ
れ
か
I
I
十
二

暑
台
風
が
や
つ
て
来
て
泣
ぐ
に
も
泣
け

な
い
ひ
ど
い
痛
手
を
受
け
克
何
と
い
う

皮
肉
な
こ
と
で
あ
ろ
う
N
つ
“
J
　
I
日
の

台
風
の
災
害
は
予
想
以
上
に
大
き
く
農

業
部
門
だ
け
で
な
く
町
全
体
に
余
り
に
．

も
影
響
炉
多
い
。
台
風
憾
毎
年
来
る
こ
　

と
を
前
提
に
お
い
て
の
生
活
態
度
で
な
一

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
今
更
に
思
う
｝

今
年
の
夏
は
ひ
ど
い
署
さ
で
都
会
で
は
　

西
爪
が
良
く
売
れ
N
お
か
げ
で
飴
や
菓
一

子
な
ど
の
売
行
が
悪
く
て
澱
粉
が
下
落

し
た
。
新
し
い
甘
蕎
も
余
り
に
安
い
、
一

昨
日
ま
で
「
豊
作
貧
乏
」
と
首
う
貢
葉

を
聞
い
て
ゐ
た
が
下
手
す
る
と
凶
作
飢

磁
に
な
り
そ
う
だ
筆
者
は
昨
年
の
九
月

＋
1
1
号
台
風
襲
来
と
共
に
着
任
し
た
が

悲
一
璽
架
々
会
く
此
の
天
気
に
支
配
さ
れ

て
ゐ
る
よ
う
な
感
さ
え
す
る
。
こ
れ
に

反
し
て
想
う
こ
と
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

各
地
は
毎
年
豊
作
を
満
喫
レ
て
ゐ
る
と

か
羨
し
い
限
り
で
あ
り
、
東
海
道
の
農

村
の
豊
か
な
生
活
も
む
ぺ
な
る
か
な
と

貧
乏
ひ
が
み
で
は
な
い
が
う
な
づ
け
る

も
の
が
あ
る
。
九
月
十
七
日
一
番
刈
ラ

ミ
ー
を
四
八
Q
貫
売
る
時
の
こ
と
’
或

人
の
話
を
聞
く
と
「
ラ
ミ
ー
も
五
千
円

位
で
は
も
う
黙
目
だ
、
二
、
三
番
刈
ど

こ
ろ
か
す
ぐ
堀
り
返
さ
ね
ば
」
と
、
ラ

ミ
凡
は
果
し
て
幾
ら
で
あ
つ
た
ら
採
算

が
と
れ
る
の
か
こ
ん
な
時
こ
そ
多
穫
へ

の
方
途
を
構
ず
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
開

く

員
の
選
任
な
ど
の
決
定
承
認
を
、
総

代
会
で
決
め
て
よ
い
こ
と
ふ
な
っ
た

2
、
共
済
掛
金
の
延
滞
料
を
’
日
歩
三

銭
の
割
で
徴
牧
で
き
る
こ
と
X
な
つ

た
。

3
、
共
済
掛
金
の
滞
納
者
に
対
ず
る
滞

納
処
分
を
町
村
税
の
例
に
よ
つ
て
、

　
処
分
す
る
こ
と
を
、
町
村
長
に
請
求

　
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
を
、
定
欺
に

　
明
文
化
さ
れ
、
ま
た
民
法
に
よ
つ
て

　
処
分
す
る
こ
と
も
出
来
る
こ
と
A
な

　
つ
克
o

な
お
家
畜
共
済
は
薗
務
加
入
で
あ
る
が

励
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
回
十
月

一日
か
ら
死
廃
病
傷
共
済
と
、
生
産
共

済
の
二
本
立
に
な
る
の
を
機
会
に
、
完

全
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
申
合
せ
、

散
会
し
た
。

　
　
堂

地

静

江

々
し
く
育
ち
叉
販
路
鹿
児
島
が
当
町
よ

り
近
距
離
に
あ
る
事
が
う
ら
や
ま
し
い

限
り
で
し
た
。

九
月

二
十
1
日
　
国
分
市
公
民
館
視
察

公
民
館
長
国
分
市
婦
人
会
幹
部
に
出
迎

ら
れ
て
館
内
一
巡
し
そ
の
建
築
の
拡
大

さ
至
れ
り
尽
せ
り
の
設
傭
に
驚
き
つ
X

公
民
館
は
市
民
の
為
の
公
館
民
の
感
を

深
く
し
、
静
し
ゆ
く
な
結
婚
式
場
婦
人

会
よ
り
寄
贈
し
た
式
服
調
度
品
市
民
が

一
体
と
な
つ
て
公
民
館
を
設
立
さ
れ
た

企
図
が
察
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
年
前
三

十
万
円
の
国
庫
補
助
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
公
昂
館
も
市
制
を
布
い
て
今
日
な

お
狭
き
感
あ
る
由
聞
き
ま
し
た
。
大
根

占
町
農
協
の
再
建
を
婦
人
の
手
で
再
建

す
べ
く
農
協
婦
人
部
長
の
有
益
な
る
御

話
を
寸
仮
を
利
用
し
て
お
き
＼
致
し
ま

し
た
。
多
大
な
る
牧
穫
を
牧
め
て
三
々

五
々
家
路
に
つ
き
ま
し
た
、
促
人
会
各

位
が
今
後
大
根
占
町
建
設
の
為
に
発
展

の
為
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
視
察

の
筆
を
欄
き
ま
す
。

体協ニユース

営
林
暑
の
二
連
勝
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
第
二
回
野
球
大
会
ー

＋

魏縫
課
譲
嚢
の
碧

町
内
野
球
大
会
は
、
九
月
十
七
日
午
后

一
時
南
大
隅
高
校
大
綴
占
梗
舎
会
場
に

お
け
る
入
場
式
を
皮
切
り
に
十
八
日
、

11十
四
日
と
l
l
1
日
間
に
わ
た
つ
て
熱
戦

を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

ち

繋
鵠
引
焔
躍
竃
軽

勝
戦
は
、
1
1
十
四
日
大
根
占
小
学
校
で

挙
行
さ
れ
営
罧
署
チ
ー
ム
が
昨
年
に
つ

A’

い
て
二
連
勝
を
と
げ
た
D

　　墾

　　＿°近支

震8墓見
餓　三込

竃
の
水
陸
稻
共

鞭襲
鷺
踊
水
竃
麹

に
、
イ
モ
チ
病
、
白
ハ
ガ
レ
病
が
大

発
生
し
た
の
で
t
共
済
組
合
で
は
r

九
月
十
日
、
町
技
術
員
の
協
力
を
得

て
、
耕
作
者
総
鋤
頁
で
一
斉
防
除
を

実
施
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
戦
準
優勝
）

　
　
　
　
　
　
け
　
　

露
頁
署
顯
高
甦

営
林
署看
｛
灘

（
写
真
は
優
勝
の
営
林
署
チ
ー
ム
）

来
克
よ
う
に
思
は
れ
る
「
熱
し
易
く
冷

め
易
い
」
「
下
手
の
後
追
い
」
こ
れ
で

は
s
け
な
い
。
曇
指
導
者
も
今
こ
査
定
で
闇
題
と
な
り
、
決
定
が
お
v
れ
i

そ
三
省
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
て
い
た
が
”
こ
の
程
、
陸
稲
共
済
金
は

か
？
・
さ
て
昌
緩
漆
に
よ
る
と
l
j
S
l
l
t
l
し
て
、
n
t
r
s
s
を
關
g
o
i
L
，
。
水

農
協
の
経
営
の
牧
支
は
昨
年
に
比
べ
て
て
解
決
さ
れ
る
。
一
丸
と
な
つ
た
共
同

非
常
に
好
転
し
て
ゐ
る
、
此
の
申
味
の
販
売
道
襲
に
立
脚
し
た
約
束
の
履
行
貯

一
面
だ
け
を
公
表
す
る
と
借
入
金
も
貸
蓄
の
増
強
へ
の
力
強
き
行
進
こ
そ
f
転

出
金
も
増
加
し
て
利
息
の
払
と
受
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縞
為
福
」
の
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
南

l　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
紙
報
ず
る
「
農
手
制
廃
止
の
機
運
」

大
し
た
も
の
で
あ
る
、
一
般
事
業
も
昨

ま‘乱

と
仲
地
・

て

産
村

vか

名
酬
の大根
町公民

婦
人
套
の
先
進
地
視
察
団
に
同
行
し
て
、
伊
集
院
町
方
面
を
歩
き
ま
し
た
が

と
く
に
伊
集
院
町
飯
翠
礼
校
区
の
仕
睦
活
動
の
状
況
を
見
て
、
大
い
に
感
じ

　
　
さ
せ
N
れ
た
。
農
業
に
は
素
人
の
私
で
あ
る
が
、
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
と

　
　
　
思
い
あ
え
て
報
告
の
筆
を
と
つ
た
次
第
で
あ
る
。

飯
牟
礼
は
伊

集
院
駅
か
ら

四
粁
、
標
高

1玉
○
米
の

高
原
で
、
気

候
は
冷
涼
、

秋
野
菜
の
早

出
に
良
条
件

の
地
で
あ
る

一戸
の
経
営

平
均
六
反
歩

111八
0
戸
の

農
家
で
桑
園

六
町
、
茶
園

二
〇
町
歩
が

あ
る
、
畜
産

も
盛
ん
星

　
　
　
　
　
●

馬
U
i
四
〇
頭

緬
羊
三
〇
頭

羽
、
一
戸
当

大
家
畜
単
位

売
し
て
い
る
。

深
葱
も
戦
前
か
ら
有
名
な
産
地
だ
つ
た

が
’
最
近
作
付
が
少
な
く
な
つ
た
。
質

は
良
く
、
県
の
共
進
会
で
も
、
上
位
七

点
を
三
ケ
年
連
締
入
賞
し
、
こ
A
の
名

産
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
。

こ

x
で
特
蟹
す
ぺ
き
は
、
飯
牟
礼
大
根

の
名
で
県
下
に
知
ら
れ
た
、
美
濃
早
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

大
根
で
あ
る
。
一
戸
少
v
と
も
1
畝
か

ら
多
く
は
二
反
五
畝
ぐ
ら
い
作
付
け
し

殆
ん
ど
全
農
家
が
栽
培
し
て
い
る
。
こ

れ
は
昭
和
初
期
か
ら
作
ら
れ
昭
和
十
六

年
に
円
芸
組
合
を
組
織
し
て
、
共
同
販

売
の
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
灘
子

そ
の
他
の
生
産
資
材
は
共
同
購
入
で
、

肥
料
は
単
肥
で
買
入
れ
、
技
術
員
が
指

導
し
て
共
同
で
配
合
し
て
い
る
。
．
配
合

率
は
硫
安
三
〆
過
石
四
〆
魚
粕
一
〆
加

里
一
〆
油
粕
一
〆
で
計
十
〆
、
一
夙
や

反
牧
四
〇
〇
〆
位
で
、
全
部
生
葉
で
販
一
匁
（
市
場
渡
し
二
〆
）
と
し
、
道
路
に

鶏
三§
τ
千
巨
つ
・
・
驚
曇
隻
当

約
l
頭
と
な
る
。
商
品
作
物
と
し
て
、

タ
バ
コ
、
養
蚕
、
ラ
ミ
ー
、
大
根
、
深

葱
、
羊
毛
、
な
ど
盛
だ
く
さ
ん
で
あ
る

が
、
タ
バ
コ
作
、
養
蚕
、
ラ
ミ
ー
は
年

々

少
く
な
つ
て
い
く
そ
う
で
あ
る
e

製
茶
T
門
場
が
五
つ
も
あ
る
が
、
こ
A
の

製
品
は
余
り
良
質
で
な
く
、
茶
園
自
体

が
防
災
茶
園
の
目
的
で
贈
畔
茶
園
で
あ

り
、
質
よ
り
量
で
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
°

金
を
」
こ
れ
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

は
町
経
済
団
体
ど
し
て
絶
対
の
責
務
と

心
得
て
ゐ
る
。
先
日
本
釜
組
合
長
が
熊

本
、
大
分
に
農
協
視
察
を
さ
れ
て
帰
つ

て
の
話
某
組
合
は
昭
和
二
十
六
年
そ
の

街
に
二
十
五
世
帯
の
火
災
が
あ
つ
た
時

　
一
戸
当
リ
ニ
○
万
円
を
五
ケ
年
払
の
低

利
で
農
協
が
貸
付
け
た
、
爾
来
町
民
の

貯
金
は
農
協
の
窓
口
に
集
り
そ
の
時
四

千
万
円
で
あ
つ
た
貯
金
が
今
で
は
l
億

以
上
に
な
s
昨
年
は
全
里
設
彰
を
受
け

て
ゐ
る
と
夢
で
は
な
く
現
喫
で
あ
る
。

筆
者
は
昨
年
糖
任
後
三
回
こ
の
町
報
に

　
「
伺
故
貯
金
を
す
る
の
で
し
ょ
う
J
を

書
い
た
実
に
分
り
切
つ
た
こ
と
を
と
首

は
れ
る
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
こ

・

の
平
凡
な
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
凡
人

で
平
凡
を
実
行
ず
る
の
が
非
凡
と
思
う

「今
目
は
資
本
主
義
経
済
の
時
代
で
あ

る
従
つ
て
資
本
が
す
べ
て
を
交
配
す
る

鼻
協
経
営
に
於
て
も
資
本
が
先
決
で
あ

る
資
本
さ
え
あ
れ
ば
人
様
の
面
倒
も
見

て
行
け
る
し
農
家
の
生
産
力
発
展
の
た

め
に
も
資
本
を
生
か
し
て
S
け
る
「
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

県

民

体
育

大

会

　　　　　
出
膓
選
手
決
定

　
士
月
八
、
九
r
十
の
三
日
間
に
わ
た

つ
て
鹿
児
島
市
鴨
池
田
抜
場
で
行
わ
れ

る
第
九
回
県
民
体
育
大
会
に
郡
代
表
、

町
代
表
と
し
て
次
の
選
手
が
出
場
す
る

こ
と

に
な
つ
た
o

テ
I
I
ス
（
郡
代
表
）

　
　
加
藤
利
男
　
大
根
占
申
学
校
長

　
　
東
郷
初
夫
　
鹿
銀
大
根
占
支
店

協
の
先
進
地
長
野
県
で
は
農
協
の
二
階

に
玉
○
万
円
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
設
置

さ
れ
組
合
員
の
家
庭
に
は
有
線
放
送
を

利
用
し
た
臓
話
が
殴
置
さ
れ
貸
出
恒
は

無
租
子
で
行
つ
て
ゐ
る
農
協
が
現
存
し

て
ゐ
る
と
い
う
、
も
と
よ
り
「
ロ
ー
マ

は
一
朝
に
し
て
成
ら
ず
」
で
一
気
岡
成

を
望
む
も
の
で
も
な
い
が
こ
の
際
こ
の

と
き
に
た
く
ま
し
い
第
一
歩
が
大
恨
占

に
於
て
力
強
く
賠
み
出
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
固
く
信
じ
て
疑
ほ
カ
い
．

今
こ
そ
自
主
性
を
持
つ
べ
き
絶
好
の
■

会
で
あ
ろ
う
。

柔
迦
　
（
代
表
）

　
　
t
寛
亨

　
　
中
墓
勇

　
　
坂
下

勝

剣
泡

（町
代
表
〉

　
　
魏
実

　
　
璽
一
郎

　
　
中
村
辰
郎

随彌
心

1五
〆
v
ら
い
、
こ
れ
ら
の
代
金
は
第

一回
の
出
荷
代
金
か
ら
差
引
く
こ
と
に

な
つ
て
い
る
。

播
種
は
八
月
1
日
を
申
心
に
行
い
、
I
I

週
間
目
、
三
週
聞
目
、
本
葉
五
寸
位
の

時
と
三
回
間
引
を
行
い
、
一
本
立
と
す

る
。
申
耕
と
同
時
に
硫
安
か
尿
素
を
四

”
五
〆
追
肥
す
る
。
病
虫
害
は
余
り
出

な
い
そ
う
で
あ
る
。
五
十
日
位
で
牧
か

v
適
期
と
な
り
、
各
人
が
、
上
、
申
、

下
－
に
選
別
し
て
、
l
東
二
〆
二
〇
〇

出
し
て
名
札
を
立
て
4
擬
v
、
こ
れ
を

係
員
が
等
級
を
つ
け
、
ト
ラ
ツ
ク
に
積

ん
で
市
場
に
送
る
。
毎
日
市
場
か
ら
価

格
の
逓
知
が
あ
り
、
計
算
は
、
初
め
は

　I

日
毎
の
プ
ー
ル
計
算
、
後
は
三
日
な

い
し
五
日
分
毎
の
プ
ー
ル
計
算
で
あ
る

市
場
手
数
料
一
割
、
運
賃
〆
当
三
円
五

〇
銭
組
合
費
四
分
を
薯
馴
い
て
、
各
人

の
貯
金
口
座
に
振
替
え
、
そ
の
都
度
、

親
子
ラ
ヂ
オ
で
組
合
員
に
知
ら
せ
る
し

く
み
に
な
つ
て
S
る
o

昨
年
は
台
風
で
量
ぼ
少
か
つ
た
が
、
防

災
茶
園
と
完
全
な
管
理
で
残
つ
た
分
は

非
常
に
高
値
で
取
引
き
さ
れ
、
牧
入
も

多
か
つ
た
．
今
年
は
二
五
町
歩
で
、
反

牧
1
O
O
O
〆
　
（
ト
ラ
ツ
ク
I
I
O
Q
台

）
総
額
主
○
○
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

飯
牟
礼
で
は
各
戸
の
生
活
程
度
に
開
き

が
な
く
、
同
じ
よ
う
に
そ
ろ
つ
て
い
る

台
所
改
善
な
ど
も
ず
A
み
、
水
道
殴
置

の
針
画
も
あ
る
。

塵
児
島
中
央
市
場
で
は
飯
牟
礼
の
農
産

物
は
全
然
計
量
し
な
い
e
送
状
の
量
で

取
引
き
す
る
。
市
場
で
出
荷
す
る
と
き

飯
牟
礼
の
係
員
は
計
る
必
要
は
な
い
と

災
害
を
の
り
こ
え
て

農
民
の
た
め
の
農
協
を

　　　　　　　　　　　　　　　
」
・
・
…
鴨
髄
参
事
　
別
’

願磨
三
鵠
腱
雛
藁
［
ぽ
齢
竃
紬
紅
鰭
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

た
も
の
だ
と
聞
く
安
く
た
、
か
れ
な
い
つ
た
傾
向
で
あ
る
無
論
災
害
で
困
つ
た

よ
う
に
計
画
的
に
出
荷
す
る
な
ど
農
民
時
こ
そ
貸
出
を
や
る
農
協
で
な
け
れ
ぱ

同
志
話
合
を
す
る
よ
う
に
工
夫
す
る
途
な
ら
な
い
が
然
し
こ
れ
よ
D
外
に
農
家

は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
単
に
現
金
牧
も
貧
乏
し
な
い
で
農
協
も
黒
字
を
出
す

入
だ
け
の
追
及
で
作
付
け
る
の
か
、
労
方
途
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？
貧
乏
返

力
配
分
の
上
に
立
つ
て
作
付
け
る
の
か
上
の
方
途
は
「
売
り
買
い
も
貯
金
も
み

自
分
の
経
営
の
在
り
方
を
も
う
一
度
じ
ん
な
■
協
へ
」
こ
の
こ
と
の
反
省
と
農

つ
く
0
考
へ
直
し
て
み
る
べ
き
と
き
に
　
の
一
糸
乱
れ
な
い
団
結
の
み
よ
に
つ

府

熊

男

に
ま
つ
ま
で
も
な
く
そ
の
存
廃
の
是
非

は
別
と
し
て
か
よ
う
な
「
制
度
金
融
」

に
安
易
に
依
存
す
る
時
代
は
l
は
や
過

き
つ
X
あ
る
と
い
う
き
び
し
い
現
実
を

お
互
に
直
視
す
べ
き
で
あ
る
、
葉
煙
草

米
’
甘
曙
と
限
ら
れ
た
牧
入
の
時
期
が

訪
れ
今
こ
そ
1
1
1
十
一
年
の
聖
た
て
て

ま
つ
r
負
債
の
解
消
を
」
皇
羅
営
の

基
盤
と
な
る
「
E
B
s
t
禽
w
w
を
」
尚

余
裕
が
嵩
ば
「
羅
　
　
竃

云
つ
た
が
、
市
場
側
は
ど
う
し
て
も
計

る
と
云
う
、
計
れ
ば
市
場
の
損
だ
と

云
い
な
が
ら
計
つ
た
ら
、
送
り
状
よ
り

ず
つ
と
多
か
つ
た
と
云
う
こ
と
で
、
市

場
で
は
飯
牟
礼
だ
け
は
別
扱
い
、
計
る

必
要
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
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　虫
台発
風
後生
に

注

意

の

農

纏
嚢
蝶
鷲
蕊
誤
鋼
聾

　
鳥

浜
．
　
．
N
　
1
0
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
が
多
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
だ
へ
　
　
ぱ
　
を
み
て
な
ヨ
む
み

き
韻
の
移
動
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
中
に
す
ま
せ
ま
し
よ
う

　
　
　
作

物

手

入

れ

○
倒
れ
た
も
の
は
急
い
で
お
こ
し
．
土

　
寄
せ
を
す
る
。

○
陸
稲
の
早
植
え
は
、
刈
取
を
お
く
ら

　
さ

ぬ
よ
う
、
必
ず
架
干
に
す
る
。
　
．

o
粟
、
そ
ば
の
見
込
の
な
い
も
の
は
、

　
後
作
に
、
皐
く
切
り
か
え
る
。

甘

醗

○
く
き
、
葉
損
傷
を
受
け
た
場
合
は
植

む　
・
〉
　
　
　
　
1

　
付
時
期
を
考
え
て
牧
か
v
し
、
被
害

　
い
も
は
晶
質
の
悪
ぐ
な
ら
な
い
中
に

　
販
売
す
る
。

な
た
ね

○
苗
床
を
い
た
め
た
も
の
は
早
急
に
ま

　
き
な
お
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・
’

o
移
植
時
期
の
お
く
れ
た
も
の
　
　
、
一

そ
雛
に
す
る
．
　
∴
鰯

o
幼
木
茶
園
は
、
＋
璽
亡
怪
　
　
バ

　
ら
早
く
土
寄
廿
を
峯
、

o
疏
寒
の
被
書
憂
受
ば
嬉
唱
の
は
ま
き

直
す
〔

　
　
　
り
　
　
　
　
ム

▲
因
書
室
の
窓
か
ら

霧
し
む
馨
の
秋
、
番
公
民

館
も
県
立
図
書
館
の
出
張
所
と
し
て

認
可
さ
れ
、
本
年
三
月
よ
り
三
ケ
月

期
限
入
替
え
で
二
百
朗
の
配
本
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

別
に
町
公
民
館
と
し
て
も
l
千
冊
位

い
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
若

い
人
々
は
寸
暇
を
活
用
し
て
ど
し
ど

し
御
利
用
下
さ
い
。
農
藁
潔
、
世

界
及
日
本
交
学
全
集
修
養
図
書
そ
の

他
各
方
面
に
わ
た
る
図
書
が
取
り
揃

え
て
あ
り
ま
す
。
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